
⑴利用者の省エネ意識向上・教育

横浜国立大学 教育人間科学部
松葉口 玲子

11

省エネ行動教育の普及に向けた
教育プログラムの開発と展開

３．これまでの研究成果



⑴利用者の省エネ意識向上・教育

12

３．これまでの研究成果

横浜国立大学 教育人間科学部 教授 松葉口 玲子
専門分野：教育学
【省エネ行動教育の普及に向けた教育プログラムの開発と展開】
諸外国における省エネ教育及び我が国の教育内容現状の分析
日本型省エネ行動教育教材『省エネ行動スタートBOOK 』の開発
『省エネ行動スタートBOOK』の活用及び教育効果の検証

・全ての教科に「持続可能な社会」の視点が盛り込まれ、学習指導要領や教
科書に省エネ行動変容にむけた記述が散見されるが、体系化されていない。
・省エネ教育に関し、教科間・学年間の連携を踏まえた系統性がみられず、
教育啓発活動が体系化されていない。
・指導育成するための人材や体制が整っていない。

日本型省エネ行動教育を推進するため、すでに点在する記述を有機的につな
げるような指導案、あるいは体系化され授業で活用できるような教材として、
日本型省エネ教育の新しい切り口を提案する『省エネ行動スタートBOOK』
を開発し、その教育効果を検証することを目的とする。
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主な成果①：省エネ行動スタートBOOK
＜概要＞
対象：小中高等学校等教員及び指導者
体裁：A4×80ページ
監修：松葉口玲子 岩瀬正幸 三神彩子
発行：開隆堂出版（教科書出版会社）
定価：1,500円
発売開始：2016年3月
販売部数：5,000部(2016年3月現在）

※省エネ行動スタートBOOK編集委員会を立ち上
げ、全国の33名の教員及び有識者の意見を取り
入れ作成した。

＜内容＞
体系的に省エネ行動を教育するためのテキス
トとして開発。省エネ行動に関する17のテー
マを掲載。
すぐに授業で活用できるよう、テーマごとに、
教師用資料と児童用ワークシートがセットに
なっている。
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●展開事例
ワークシートを用いて授業を行う展開事例を紹介

●教師用資料
授業を行うのに必要
な資料やデータ集

●授業のヒント
授業内容を深め、広
げるアイデアを紹介

●ポイント
重要視され
ている21世
紀型能力や
アクティブ
ラーニング
を紹介

＜テキストの活用方法 教師用資料＞
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＜テキストの活用方法 児童用ワークシート＞ ●チェック欄
自己評価や先生の
チェック欄として活用

●児童用ワーク
このままコピーして
使えるワークシート
（白黒も可）
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＜概要＞
対象：小中高等学校等教員及び指導者
体裁：A5×20ページ
発行：暮らし創造研究会
配布開始：2017年3月
印刷部数：3,000部(2017年3月現在）

＜内容＞
小学校3校、中学校2校、高等学校1校、大
学3校で学年に応じ3項目程度実践してい
ただき、さらにワークシートの実践や新
聞作成及び省エネ成績表、アンケート等
にご協力いただいた結果を紹介。さらに
本テキストを導入したことによる省エネ
教育効果の分析結果も掲載している。
※新聞に関しては小学校、中学校、高等
学校、大学の部門ごとに優秀賞を選び
表彰。

主な成果②：『省エネ行動スタートBOOK』実践例集
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＜実践例集見本＞
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＜新聞優秀賞＞
小学校の部 M小学校 4年生 高等学校の部 T高等学校 2年生
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教育効果
「中・高生を対象とした教育効果」
省エネ成績表やアンケート結果を分析した結果、
省エネ行動の実践率の変化が確認された。

＜児童・生徒のコメント＞

前より自分が意識し
なくても省エネ行動
ができるようになっ
た。(中3)

普段の自分の生活を
見直すきっかけに
なったのでよかった。
できる工夫をしてい
きたい。（高2）

地球温暖化等の大規
模な問題は、みんな
で考えないといけな
いと思った。(中3)

最近電気をこまめに
消すことに努力して
いるので、これから
もその努力を続けて
いきたい。(中1)

「大学生を対象とした教育効果」
『省エネ行動スタートBOOK』テーマ
１～３を用いて授業を行い、環境問題へ
の関心度の変化を確認。
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中学生と高校生の省エネ行動実践率の推移
環境問題への関心度変化


